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土 木 工 事 施 工 条 件                 

明 示 項 目 明     示     事     項 

 

工程関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（施工時間帯） 

 本工事は、通常の施工時間帯（８時から１７時）での施工を見込んでいるが、

施工時間帯の変更が必要となった場合には別途協議することとしている。 

 

（工期） 

実質工期は、準備・後片付け期間、検査に要する期間、雨天・猛暑日・休日等

を含み、９０日間を見込んでいる。なお、休日等には、日曜日、祝日、夏期休暇

及び年末年始休暇の他、作業期間内の全土曜日を含んでいる。 

 

 

安全対策関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

（交通誘導員） 

 交通誘導員は、下記の施工にのみ見込んでおり、施工時に１日当たり１名配置

すること。 

【舗装版切断、上層路盤、表層、標識柱・基礎撤去、構造物とりこわし工（U 型

側溝のみ）、現場打 U 型側溝】 

 

ただし、対象工種の数量の変更や、現場の実状、地元及び関係機関との協議等

により、配置人員に変更が生じた場合は変更の対象とする。 

 

(建設発生土) 
 

本工事で発生する建設発生土は、下記の受入施設に搬出することとする。 

残 土 仮 置 施 設 備    考 

別表「建設発生土受入場

所及び受入基準一覧表」

に掲げる受入施設 

山県郡安芸太田町津浪字浅瀬 40-2 外 3 筆の「あ

さやま工業㈱加計工場」（片道運搬距離２２．７

㎞）へ搬出し、再資源化するよう見込んでいる

が、別表「建設発生土受入場所及び受入基準一覧

表」に掲げる他の受入施設に搬出することを妨げ

るものではない。 
 

 

(ｺﾝｸﾘｰﾄ殻) 

 

  

本工事により発生するコンクリート殻（無筋・鉄筋）は、下記の受入施設に搬出

することとする。 

受 入 施 設 備    考 

 

産業廃棄物処分業（中間

処理）の許可を有する再

資源化施設 

 

佐伯区湯来町大字和田字中山１０３３８－１の

「中村砕石㈱湯来事業所」(片道運搬距離９．６

km)に搬出するよう見込んでいるが、「中村砕石㈱

湯来事業所」以外の「産業廃棄物処分業（中間処

理）の許可を有するコンクリート塊再資源化施

設」に搬出することを妨げるものではない。 
 

 

(ｱｽﾌｧﾙﾄ殻) 

 

 

本工事により発生するアスファルト殻は、下記の受入施設に搬出することとす

る。 

受 入 施 設 備    考 

 

産業廃棄物処分業（中間

処理）の許可を有する再

安佐南区伴北四丁目２９３０ の「広島舗材㈱」

(片道運搬距離１５．９km)に搬出するよう見込ん

でいるが、「広島舗材㈱」以外の「産業廃棄物処分
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資源化施設のうち、再生

アスファルトとして再資

源化可能な施設 

 

業（中間処理）の許可を有するアスファルト・コ

ンクリート塊再資源化施設のうち、再生アスファ

ルトとして、再資源化可能な施設」に搬出するこ

とを妨げるものではない。 
 

 

建設発生木材 

(伐採木・根) 

 

 

 

本工事で発生する建設発生木材(伐採木・根）は、下記の受入施設に搬出する

こととする。 

なお、工事着手後、有価物として売却可能な伐採木・根があることが判明した

場合は、木材市場に搬出し売却することとし、売却等に伴う一切の手続きは受注

者が行うこと。また、建設発生木材（伐採木・根）の数量、売却金額（手数料等

を除く）等については、変更対象とする。 

受 入 施 設 備    考 

産業廃棄物処分業の中間

処分の許可を有する再資

源化施設 

佐伯区湯来町大字伏谷今山１３７－３３の「フル

ハシ EPO㈱広島工場」（片道運搬距離１．８km）

に搬出するよう見込んでいる。 

ただし、「フルハシ EPO㈱広島工場」以外の「産

業廃棄物処分業の中間処分の許可を有する建設発

生木材再資源化施設」に搬出することを妨げるも

のではない。 

 
 

 

(ｽｸﾗｯﾌﾟ) 

 

 

本工事により発生するスクラップ（金属くず）は、下記の受入施設に搬出する

こととする。 

受 入 施 設 備    考 

 

広島県条例「金属屑業条

例」第６条に基づく届済

証の交付を受けた買取事

業者 

 

佐伯区湯来町大字白砂３４２－１の「㈱サヤミッ

ト」(片道運搬距離５．９km)に搬出し、スクラッ

プとして売却するよう見込んでいるが、広島県条

例「金属屑業条例」第６条に基づく届済証の交付

を受けた他の買取事業者に搬出することを妨げる

ものではない。 

 
 

 

公害関係 

 

１ 振動規制法・騒音規制法に基づき施工すること。 

２ 運搬路については、粉塵により公衆に迷惑を及ぼすことの無いように、清掃

等を心がけること。 

 

 

工事支障物件

等 

 
１ 防火水槽付近に止水栓があり、防火水槽につながっている可能性があるため

防火水槽撤去前に試験掘を行い、調査結果について本市監督職員と協議を行う

こと。 

 

 

その他 

 

１ 近隣住民への工事の周知徹底をはかるとともに、現場内は日々清掃し、整理

整頓に努めること。 

２ 施工方法については、事前に受注者と協議を行うこと。 

３ 伐木・伐根はそれぞれ６本を見込んでいる。また、伐木においての運搬は４

ｔ車３台、処分量は５ｔを見込んでおり、伐根においての運搬は４ｔ車２台、

処分量は３ｔを見込んでいる。ただし、現場の実情等により変更が生じた場合

は、別途協議することとしている。 
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４ 関係機関に対する手続き及び指示された事項の処理は、速やかに受注者の責

任において行うこと。 

５ 本工事は、土木工事標準積算基準書（令和７年度８月版）及び令和８年６月

単価を適用している。 

 

 

 




